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経営理念

たのしむ

つなぐつくる

成長

価値
信頼

多様な働き方と挑める環境で先進技術と創造性を磨き、
社会に新しい価値を提供し続ける

3つの視点 × 3つのアクションで
多様性を認め合う

情報革命で人々を幸せに
～技術の力で、未来をつくる～

Mission
存在意義

Vision
目指す姿

Value
価値観・行動指針
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代表就任から現在までの振り返り

売上高※1 / 営業利益

億円

連結従業員数 / 平均年収※2

※1：過去から「収益認識に関する会計基準」を適用した未監査の参考値 ※2：SBテクノロジー単体
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1,417人

757万円

億円

代表就任時に「大きく成長する」を掲げ、売上・営業利益ともに大きく成長
従業員数も増やしながら、社員の平均年収も大幅に向上

14.6

55.6
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■ 売上高
■ 営業利益

平均年収
■ 連結従業員数
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経営環境の変化

新型コロナウイルス感染症拡大
(19年12月～20年)

With コロナ
（20年～22年）

After コロナ
（23年～）

非接触でも持続可能な
社会への模索経済の不安定 経済の急回復と

人手不足の顕在化

コロナ禍において、企業 / 官公庁のデジタル化が大きく前進
デジタル化されたデータを、いかにセキュアに活用していくかが今後の動向

テレワーク環境の普及
官公庁のデジタル化推進

コロナ禍での顧客事業の縮小 /
テレワーク環境未整備

などの生産性低下

生産性向上のための
データ活用や

省力化へのIT投資
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第4次中期経営計画

豊かな情報化社会の実現

お客様の競争力強化

第4次中期経営計画の重点テーマ

セキュリティ & 運用
(押し上げる力)

データ活用
(引き上げる力)

コンサルティング & IT教育
(推進する力)
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①対処すべき課題（セキュリティ & 運用 -押し上げる力- ）

高度化・複雑化するサイバー攻撃の脅威に対して、
平時から緊急時までサポートできるセキュリティサービスの提供体制を構築

平時 (予定)
 IT資産の把握と脆弱性管理
 クラウド設定の不備検知と

リスクレポート

危機検知
 セキュリティログの収集及び

相関関係による攻撃分析
24時間365日体制のセキュリティ監視

調査・復旧支援
 障害/攻撃の検知時の対応

「初動」から「復旧」まで幅広く支援

SBテクノロジーの提供するサービス

マネージド
セキュリティサービス お客様

システム環境 構成情報の定期収集と
定期脆弱性スキャン

ワークフロー ダッシュボード顧客

脆弱性対応
新サービス

グローバル監視センター SIEM※1 運用分析サービス
No.1 ※2

主要なEDR製品をカバー（国内）

※1 Security Information and Event Managementの略で、IT機器のログを一元管理・解析し脅威を検知する製品
※2 出典：ITR「ITR Market View：エンドポイント・セキュリティ対策型／情報漏洩対策型SOCサービス市場2022」

セキュリティ専門家

監視 解析 通知 復旧

AI解析
 VMware Carbon Black Cloud
 CrowdStrike Falcom
 CyberReason
 Microsoft Defender for Endpoint

顧客のDXを支援する
セキュリティ&運用

サービスの提供

セキュリティ & 運用
(押し上げる力)
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②対処すべき課題（データ活用 –引き上げる力- ）

ChatGPTの汎用データとお客様企業固有の情報資産を組み合わせて
データ活用を推進することで、お客様の競争力強化へ貢献

顧客の変革を実現する
データを活用した
共創型DXの推進

データ活用
(引き上げる力) ChatGPT

（汎用データ）
お客様の

競争力強化

お客様企業
固有の情報資産

＋

セキュアな基盤 データ活用

データ活用の高度化

SBテクノロジーの技術力と実績で支援

マイクロソフトの
ソリューションパートナー
全6分野に認定
(2023/6 時点で国内唯一)

 Business Applications 
 Digital & App Innovation (Azure) 
 Modern Work

 Data & AI (Azure) 
 Infrastructure (Azure)
 Security
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③対処すべき課題（コンサル力 / IT教育 –推進する力- ）

農林水産省のDX支援における支援をもとに
DX高度化や自治体でのDX推進支援としてコンサルティングやIT教育サービスを提供

顧客の変革を実現する
データを活用した
共創型DXの推進

コンサルティング
& IT教育

(推進する力)

様々なサービスを取り入れることで
業務効率の向上を期待

自治体における
電子申請の展開

コンサルティング
 IT教育サービス

職員に対するDX推進支援

農林水産省のDX支援

約3,000の手続きを職員自らが電子化

次の展開

電子申請のプラットフォームと
職員へのIT教育を提供

中央省庁における
ChatGPTの利用促進

マニュアル
編集時の校閲

約50cm

PC・スマホで
申請可能に

従来の膨大な
申請資料が…

② 事例の横展開① DXの高度化

!



1. 営業利益 80億円

2. 営業利益率 9%台

3. クラウド・セキュリティ&サービス
売上高 500億円超

第4次中期経営計画 / FY24 経営指標
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株主還元
毎期の連結業績、投資計画、手元資金の状況等を総合的に勘案しながら、

安定的かつ継続的な配当を基本としておりますが、株価の動向や財務状況などを
考慮しながら必要に応じて自己株式の取得・消却等についても検討する方針

※1：2017年6月1日付で普通株式1株につき2株の割合で株式分割を行っており、それ以前の配当額を調整しております。
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投資有価証券の売却を
除いた場合

前期に発生した投資有価証券売却の影響(約6億円)を除いた場合の当期純利益は増益
株主還元の拡充として期末配当金10円増配（予定）

30

30

(予定)

配当金(約11.9億(予定))に加え

自己株式の取得10.9億を実施

+10

25

(予想)



Cloud Security

クラウド & セキュリティNo.1の ITサービス企業


